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感
想、
大学という教育研究の場において求められているこ
とは， 教える方も教えられる方も， 真理探究への道を
まっしぐらに進むことであることは論をまたない。 こ
のことは平たく言えば， 知的好奇心をもつこと， ある
いは知的冒険を試みることにはかならない。 幼児はそ
の知能発達の過程において， あらゆることに興味をも
って両親に問いかけるが， これに対して大人は固定観
念にもとづいたほぽ一律の解答を与えるのが普通で、あ
る。 この繰返しによって子供の知識は確かに次第に膨
れあがってゆき， その子供はやがて成人社会の一員と
なる。 しかしこのままでは人聞社会の進歩はあり得ま
い。 そうした社会に新風を吹き 込む原動力となるのが
大学であり， 大学の存在意義はまさにこの点にあると
思う。
わが国における大学制度の発展過程をみると， 明治
のはじめに工部大学校や医科大学校をつくって， まず
第一に技術者の養成が熱心に進められた。 このように
その頃はもっぱら外国から の知識の導入に力がそそが
れたのであったが， 当時準々招へいきれた多くの外人
教師達は， ただ単に知識を教授するだけでなく， 大い
に知的好奇心や冒険心をあおったといわれる。 ホBoys,
be ambitious！＇＇ の言葉 で知 ら れ る札幌農学校のクラー
ク先生 も ， そ の頃の象徴的教師 の一 人 で あ っ た と い え
よ う。 こ うし て や が て 日 本 の大学 に も 真理 の探究 と い
う， 一見す ぐ に は も の の用 に 立 ち そ う も な い学問的方
向が芽ばえてゆき， 技術者養成の大学から「ユニパー
シティー 」 と し て の 体 系 が整え ら れ て き た の で あ
る。
大学にみられるこのような歴史的発展過程の上で，
学長 柳 田 友 道
近代になればなる程， 世の中が多様化するのに伴って，
学問体系そのものも著しい分化の道を歩んでいる。 そ
のため多数 の学生を収容する大学では， あたかも大工
場で規格品を量産するかのように， 毎年狭い専門的知
識を注ぎ込んだ卒業生を世の中に送り出すという傾向
が強くなってきている。 この点は全国的風潮であって
一朝一夕に改められるとは思えないが， われわれ大学
に籍を置く者として， 教える方も教えられる方も， こ
の点を特に意識して考えてみる必要があると思う。
私は富山大学に赴任してから4 年を経過し， 多くの
学生諸君と接してきたが， その問に感じた印象の一つ
は， 誰も皆素直で、はあるが， 考える学生の少なかった
ことである。 授業あるいは研究の過程で， 積極的に自
分なりの疑問をもって， それをさらにつきつめて考え
てゆく態度が一般に欠けているように思えてならなか
った。 これは知的好奇心が不足していることを意味し
ている。 一般に好奇心はその内容のいかんを問わず，
若さの象徴であるとされている。 われわれ学問に志ざ
す者にとって， 知的好奇心を失った時が， 学聞の生命
の絶える時であるといっても過言ではない。 これは恐
らく学聞の世界のみならず， すべての仕事に共通して
いる問題であると思う。
現在のように学聞の内容が分化して， しかも微に入
り細にわたってしまうと， 自分の専門をこなすだけで
も精いっぱいになってしまっ。 そのため一つの分野の
専門家は他の分野のことに全く興味を示きないといっ
風潮がでてくる。 最近幅の広い視野をもった人物が少
なくなってきているといわれるのもそのためであり，
これは何も学聞の世界だけに限られたことではなきそ
うである。 この点に関しても， 自分の領域の周辺では
どんなことが問題になっているかという知的好奇心を
はたらかせきえすれば解決きれる問題であろう。 アイ
ンシュタインは特許庁に勤務していた余暇に， 自身の
関心事を考え続け， 彼の大きな仕事の大分部はその時
代に完成したといわれている。 彼ほどの天才は別とし
ても， 常に知的好奇心をもって考える精神， しかも固
定化した観念にしばられないように心掛ける態度こそ，
新しい時代を担う世代に課せられた大きな課題である
といえよう。
山 色連天一一立山に思ふ
夏が来る。 多くの人が海や山に出かけることであら
う。 海や山は今やスポーツ...・H・－その語の本来の意味で
ある「遊び、」・H・H・－にとって恰好の場所となってゐる。 し
かしギリシヤの昔， 海を眺めて宇宙の原質を考へた人
もあれば， また叡山， 高野山の知き山々はつとに併教
の思索修錬の場であった。 或はまた多くの山岳信仰に
見られるやうに， 山は霊場であった。 山と人， 自然と
人との交流に思ひを深めたいものである。
立山連峰は 私たち富山の住人にとって無上の宝であ
り， 大人も子供もみんな， 立山に対して親しみと敬念
とをもってゐる。 立山のすばらしい景観は稀なる自然
の美しきである。 立山は単に登山の対象や観光資源、と
してばかりでなく， 最もすぐれた教育の素材たるべき
教養部長 杉 本 新 平
にいかにもふさはしし陛下の御心の願ひがよく描か
れてゐる。 Everest （エベレスト）初登頂に成功した英
国のSir Edmund Hir .alle y （エドモンド・ヒラリ卿）
夫妻が， 先年来富の折， 立山三の越の大きな自然岩に
刻された陛下の歌碑に対し， それを見上げる吃立した
岩場に立って， 丁重に敬意を捧じたといふことである。
まことに清々しい光景である。 論語に「知者楽水， 仁
者楽山」とあるが， 薬師岳の悠々然として天空に坐し
てゐる威容を見ると 私にはこの言葉が極〈自然に実感
をもって理解されてくるのである。
古来， 立山を詠んだ歌は少くないし， また立山を讃
へ紹介した人や文献も少くない。 大伴家持の「立山（た
ちゃま）にふり置ける雪を常夏に見れど もあかず神か
であらう。 米国著名の小説家Nathaniel Ha wt horne らならし」（立山の賦，天平19年）は， 余りにも有名であ
（ナサニエル・ホーソン 1804 -1864 ）の短編にThe る。 また「立山の雪し来らしも延槻（はいっき）の川の
Great Stone Fa ce （巨岩面）といふ物語がある。 これ 渡瀬あぶみ浸すも」（早月川を詠んだ歌， 天平20年）も，
は山に固まれた田舎の少年Ernest（アーネスト）がGreat 実にいい歌である。 英人外交官Sir Ernest Sato w は
Stone Fa ce といふ山に対面し対話しながら， だん （アーネスト ・サトー卿）は慶嬉3 年佐渡の相川から七
だん成長し， つひに 真実単純の 最も偉大な人物になる 尾へゆく途上， 早朝海から立山を見て， 「立山といふ
話であるが， その中で著者は次のやうに述べてゐる。
「子供達が Great Stone Fa ce を眼前に見ながら大人
に成長するのは幸せなことである。 山の全容は崇高で、
その景観は壮大で美しく， 全人類をその愛情の中に抱
擁してなほ余りあるほどに大きな暖い心の輝きのやう
である。 山を眺めるだけでも教育であった」と。 今は
昔，佐々成政が万尾（たちを）神社（ 現在の山室中学校附
近）のあたりに於ける時折の練武に際して，立山の準拝
祈念を快かさなかったとし、ふ故事もゆかしく思はれる
のである。
大正13年， 今上陛下がまだ摂政宮の頃， 富山県に御
臨幸になり， 翌14 年の歌 会始に， その時の御感懐をお
詠みになったのが， 私たち県民に愛請されてゐる 「立
山の御歌」 である。「立山の空に準ゆる雄々しきになら
へとぞ思ふ御代の姿も」の御歌は，「山色連天」 の勅題
のは越中東方に準える巨大な郡峰に与へられた総稽で
あり剣岳の険しい峰と共に日本 最大の山脈の北端をな
してゐる」と記してゐる。 遠くは平安以来多くの修験
者が， 近くは 明治10 年にKimberle y（キンパリ）が， 翌
日年にはParkes （ノfークス）（英人外交官）が， そして
20年には日本アルプス名づけの親 Wa lter Weston 
（ウオルター・ ウエストン）が立山に登ってゐる。 登っ
てよく眺めてよき立山の峰々は， 自然が 私たちに恵ん
だ 最大の贈物であり， 立山との交流対話は無限の心の
糧でなければならぬ。 すばらしい自然， 立山のもっす
ぐれた教育力に思ひをいたすべきであらう。
一2 ー
就任にあたって
戦後学制改革によって創設された富山大学の中でも
最も 古い歴史と伝統をもっ教育学部に関学以来営々と
して勤務してきた 私が， このたび図らずも学部長に選
任された。国家百年の大計は教育にあり， と 古くから
言われているが， 浅学非才の 私が教育学部長に就任す
ることになって， その責務の重くかっ大きいことを痛
感している。
私は本学部の前身であった， 富山県師範学校を卒業
後，東京芸術大学音楽学部（旧東京音楽学校） に進み，
そこを卒業して間もなく 現役兵として入隊し， 満洲や
台湾で約 3 年間軍隊生活を送った。 私は変動の極めて
多い時代に生をうけ， 種々様々な体験をしてきた。軍
隊では特殊幹部候補生 （大学専門学校出身者を対象と
したもの） として予備士官学校で約 8ヵ月聞きびしい
将校教育の訓練をうけた。卒業試験の際に行われた口
頭試問は思い出深いものである。 例えば 「戦術と芸術
とは同じ術であるが， 両者の相異点如何」とか「軍隊
における指揮と音楽演奏の指揮との関係如何」という
ような質問であった。もつ35 年も前のことであるから，
何と答えたか定かで、はないが， たしか前者の聞に対し
ては「芸術は戦術とは反対に人を生かす術なり」と答
え，後者には「軍隊の指揮にも人の和が肝要なるも，
所詮敵を倒して， いかに勝利に導くかにある。しかれ
ども音楽の指揮は楽員の心の調和を計り楽曲を美しく
演奏させるにある」と言うような内容を持つ解答をし
たと記憶している。音楽の指揮法では， 指揮者は二面
性を持たなくてはならな いと言われている。一つは
Fuhrer つまり〈導く人〉〈案内する人〉〈統率する
人〉であることと， もう一つはBegleiter， 即ちく同伴
する人〉〈随伴する人〉〈伴奏する人〉の両面を具有
することである。 Fuhrer でなくてはならないという，
より 積極的な面と， それとは全く対象的な Begleiter
にもならなくてはいけないという， より消極的な性格
教育学部長 大 津 欽 治
を共に必要とされることになるのである。
音楽は， 音と無音とによって構成されている。音と
いっても楽音のみでなく， 騒音（Gerausch, Noise）も
必要で、あることは言うまでもない。これらが美の法則
の一つである対照美の原則にかなって用いられれば，
そこに力強く美しい音楽が醸し出されるのである。こ
れは管絃楽や合唱の指揮の経験を少なからずもつ私自
身の感想、である。 私の師匠がつぶやくように「芸術は
人なり， 音は心なり」と言って 私を諭した。そして，
演奏やその音から奏者の人となりや心を感じとるセン
スを自己修練によって瓶養することを勧められたが，
これは音楽が人聞の心の文化であることを示唆してい
るように考えさせられた。
きて， 人間教育が国家百年の大計である以上， 私ど
もは， 単なる物質文 明に偏向しようとしている 現代社
会の趨勢にいかに対処すべきか， 今後における教育の
在り方について 真剣に考えることは極めて重要なこと
である。国民の基礎教育を担う教育者は 高度な資質や
能力が要求される専門職であるべきであるから， その
養成に当たっては責任ある体制をとるべきである。 将
来構想、の一環としての大学院も夢物語に終わらせては
ならないし， また， そのためには研究 ・教授の環境や
学習の環境の一段の充実が必要で、あろう。
特に教員養成を目的とする本学部においては， 理論
的研究と実践的研究とが表裏一体になって推進される
ことが極めて重要で、ある。学問研究の場をより一層充
実 すると共に， 実践研究や教育実習の場としての使命
をもっ附属学園との協同研究組織， センター施設など
の設置も計画的にすすめなくてはならないであろう。
果たさなければならない責務は山 積しているようで
ある。当学部のみならず， 全学の諸賢の温かい御理解
と御協力を得て Fuhrerであると同時にBegleiterとし
ての役割を何とか果たさせていただきたいと願っている。
新 任 教 官
0秋山 進午 教 授 （人文学部） 54 .4 .1 
昭31 . 3 京都大学文学部史学科考 古学専攻卒業
担当：考 古学
0和崎 洋一 教 授 （人文学部） 54 .4 .1 
昭20 . 9 京都帝国大学理学部地球物理学科卒業
担当：文化人類学
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0石田 安弘 教 授 （人文学部） 54.4.1 
昭41. 3 東京都立大学大学院人文科学研究科
（英文学専攻）修了
担 当：アメリカ文学
o赤坂 賢 助教授 （人文学部） 54.4.1 
昭50. 3 京都大学大学院文学研究科博士課程退
学
担 当：文化人類学
0 夫馬 進 講 師 （人文学部） 54.4.1 
昭49. 8 京都大学大学院文学研究科博士課程中
途退学
担 当：東 洋史学
o和田 晴吾 講 師 （人文学部） 54.4.1 
昭5 2. 3 京都大学大学院文学研究科博士課程退
学 （第2 学年）
担 当：考古学
0渡遁 信 講 師 （教育学部） 54.4.1 
昭53. 9 京都大学大学院農学研究科博士課程修
了
担 当：生物学
o中村 義朗 講 師 （教育学部） 54.4.1 
昭35. 3 富山大学教育学部第1 中等教育科卒業
担 当：音楽科教育
o佐藤 文隆 助 手（経済学部） 54.4.1 
昭53. 3 東北大学大学院経済学研究科博士課程
単位取得
担 当：経済原論第一
0後藤 康 夫 助 手（経済学部） 54.4.1 
昭54. 3 京都大学大学院経済学研究科博士課程
単位取得
担 当：人事管理論
0 津野 雅彦 助 手（経済学部） 54.4.1 
昭54. 3 大阪大学大学院経済学研究科博士課程
単位取得
担 当：人事管理論
。熊野 裕子 助 手（経済学部） 54.4.1 6 
昭54. 3 金沢大学法文学審陣業
担 当：経営環境論
。水谷 義彦 教 授 （理学部） 54.4.1 
昭37. 8 名 古屋大学大学院理学研究科博士課程
修了
担当：陸水学
0竹内 章 助 手（理学部） 54.4�1 
昭54. 3 大阪市立大学大学院理学研究科（地質学
専攻）博士課程退学（単位修得の為）
担 当：地殻進化学
o吉田 順作 教 授 （工学部） 54.2.1 
昭1 9. 9 北海道帝国大学工学部電気工学科
担 当：応用電子工学
0塩谷 俊作 教 授 （教養部）
昭30. 3 富山 大学 薬学部卒業
昭43.1.24 薬学博士
担 当：化学
54.4.1 
o岩本 光悦 助教授 （教養部） 54.4.1 
昭49. 3 京都大学大学院文学研究科博士課程単
位取得退学
担 当：哲学
o三原 健一 講 師 （教養部） 54.4.1 
昭54. 3 大阪外国語大学大学院外国語学研究科修
士課程修了
担 当：経済原論第一 担 当：英語
0正亀 芳造 助 手（経済学部） 54.4.1 0北村 潔和 講 師 （教養部） 54.4.1 6 
昭53. 3 神戸大学大学院経営学研究科博士課程 昭47. 3 大阪体育大学体育学部卒業
単位取得 担 当：保健体育
考古学研究室新設ご挨拶
人文学部教授 秋 山 進 午
新設の考 古学研究室へ同僚の和田さんと一緒に赴任 備はこれからです。 当分新設の苦労が続くと思います
してきました。 富山は全くはじめてですが， 教官諸 先 が， それは覚悟の前です。 ゆっくりやろうと思います。
生には旧知の方も多しそのつえ色々と親切にして頂 考 古学といえば発掘調査がつきものです。 出来れば
いて楽しく融けこめてゆけそうです。 来年の夏ぐらいには発掘を行いたいと，思っていますが，
研究室が出来たとはいっても資料， 図書， 器財の整 何分研究室経費では不足勝ちです。 体力に自信のある
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方， 体力をつけるため鍛えたいと，思っておられる方は
どしどし応援して頂けるょっお願いします。 勿論食事
ぐらいはサービスします。 炎天のもとでひたすらクワ
やスコップを振るつ楽しきは考 古学のフィールドの醍
醐味です。
もっとも近頃の発掘調査は大規模になりました。大
大的な工事に伴って調査される面 積に比べると， 大学
で行える調査は何十分のー， いや何百分のーという所
でしょうか。 そう考えると悲観的にならざるを得ませ
テンべアのこころ
1963年以来， 私はこれまで9 度東アフリカ・タ
ンザニアのマンゴーラ村を訪れ暮らして来ました。 約
5 年足らずになるでしょう。 それは社会人類学の為の
フィールドワークではありますが， 人類学者のフィー
ルドワークには， どっしても 「仕事」 の部分でない
「暮らし」が大きく関わって来ます。 というより 「暮
らし」の日々の中に「仕事」の部分を発見してゆく事
だと 言えそうです。 「暮らし」が深まれば深まる程，
「イ士事の成果」は向こうへ逃げてしまうような気にな
るのですが， これは文明社 会の， 殊に日本のような国
から来た者にはなかなかつらい事です。 けれども 私は，
しょうこりもなくマンゴーラ村の暮らしを続けて来ま
したし， 又これからも続けるでしょう。
なぜそうなのか， といっても「 私はそこが好きだ」
というのが本当の答えでしょう。 そこは， 東アフリカ
のサバンナです。 はてしなく続くゆるい起伏の草原と
アカシアの疎林には， まだゾウやライオンが自分達の
生活を送っています。 だがそこにはまた， 人が（ しか
共通の根を求めて
富山は10年ぶり。 文理から教養部が独立した時に赴
任してお世話になること3 年。 再来の地というわけだ
が， 若い頃のようにすんなりと適応できぬのは年のせ
し、か。
人文学部のカリキュラムを見て睦目するのは， 開 講
科目の数。 人文， 語学， それぞれ選択科目だけでも80
を越す。 都合160 科目余。 学生数は1学年160 だから，
目を見張るものがある。 実際に教室へ出ると， 2 ～ 3  
んが， ともかく頑張ってみるしかありません。 来年の
夏までには大学でなければ， といいうるような調査の
計画をつくりあげたいと，思っています。
そのときまで、に， 私自身の体力も改善の要がありま
す。 いささか余分のものがくっついているウエストを
そぎ落すための努力も自らに課そうと，思っています。
何だか決意表 明のような具合になってしまいましたが
何分よろしくお願いします。
人文学部教授 和 崎 洋
も男が） 家を出， 村を出て歩きまわる世界です。 事 事、ー、ー
の人達はこれを「男は外をテンベアするもの， 女は内
に暮らすもの」と言っています。 狩猟民ハツァピ族の
男が弓矢をたずさえて今日の獲物を追ってテンベアし
ます。 農耕民の 若者が一人， 話に聞いていたよい土地
を求めてふと親元を離れテンベアに出ます。 牧畜民夕、
トーガ族の青年達が， しめしあわせて村から出てサバ
ンナの奥深くテンベアに出ます。 一本の槍と棒でライ
オンをたおす為に。 テンベアはどこかに反社 会的な行
為をただよわせながら， 個人の任意にまかされたサバ
ンナという「外」の世界で， 冒険と賭にいどみ， 人
としての成熟の証を立てる行いといえるでしょう。 そ
してテンベアの末にどこかで確かに「内」に暮らす女
を得て一人前になるのです。
東アフリカのサノ〈ンナは， そしてマンゴーラの隣人
達は， このような「テンベアのこころ」を 私に開眼きせ
てくれました。 富山に来て， 私はふとここの毎日も私
のテンベアであるような気がしています。
人文学部教授 石 田 安 弘
名の学生ということもある。 ぜいたくと考えて自然か。
将来の充実を計るための 器作りと考えたらよいのか。
教養部の授業が1クラス約50 名だから， アンバラン
スの程は 明らか。 もう少し全学的に効率のあがるよう
なものは考えられぬか。 多くの人材をかかえているは
ずだから， 全学の教官参加で， 学部を問わず全学学生
が聴講可というようなものをいくつか組めないものか。
テー？を設定し， 名称はどつでもよいが， 共通ゼミと
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か総合科目とかいうものは考えられぬか。
老婆心から学生の就職のことを考えると， 必ずしも
先は明るくないことは確か。 教員については充足の
臨界状況を呈しているとか。 後継者を養成し， 自給自
足する夢もかなえられる日は 遠かろう。 学聞の 高度の
やすことが必要なのでは。 高度成長が終わったのは，
日本経済に関することだけではなかろう。
尤も， アメリカ 現代作家の作品のなかで， 古典語学
博士様が， 日雇いで安ホテルに泊まりながら， 黒人の
年金受給者を探し 当てるため終日歩きまわる姿が見ら
専門化， 細分化， 大いに結構。 だが学生の立場に立つ れる 現代なのだが……。 暴言謝々
てミニマムの授業を設定し， 充実させ， 学生の根を肥
私の期待
全国でも珍しい， 文化人類学のコースを人文学部に
創設してもらい， 最初のスタッフに加えられたのも何
かの縁と喜んでいます。 ただ， はたして専門の学生を
立派に育て上げられるかどうか， 一抹の危倶をもって
います。
ザイールの森林で植物採集のまねごとをしたことが
あります。 呪医と一緒に呪 薬に使う植物を集め， その
処方や用法などを聞いた訳です。 そのテープを帰国し
て聞いて驚きました。 呪医の声をパックに， 思いがけ
ず鳥の大合唱が入っているのです。 前景では， 呪 薬を
めぐり呪術や妖術のドロドロした人間関係が語られて
いるのに， 背景となっている熱帯の自然は何と豊かき
に満ち， 清らかきに溢れているのでしょう。 人類学と
いう生ぐさい仕事をしていると， 時々は森や岩や獣な
人文学部助教授 赤 阪 賢
どに魅かれてしまう瞬間があります。 けっして逃避の
つもりではありませんが， 私にとってこの学問はいっ
ぽうでかなりの強靭な心で立ち向かうことも必要とし
ているのです。
文化人類学を専攻に選ぶ学生のなかには， 漠然とし
たロマンティシズムを求めるものも出てくることでし
ょう。 学生諸君がそろうこの秋には， どこかの山小屋
か海辺かで， ゆっくりとそっいつ話をかわしたいもの
だと， 楽しみにしているところです。 幸い一緒に赴任
するごとになった和崎教授は遣準（テンベア ーー スワ
ヒリ語－．）派の大 先輩に 当たります。 この研究室に入
ることは， じつは私にとっても勉強のひとつであると
自覚 しております。
『顧炎武語録』 そのー，二
新任の抱 負といったものを述べる年齢でもありませ
んので， 代わりに今， 学生諸君と一緒に読んでいる顧
炎武 （1 613～1 682 ）先生に関する史料から，先生の言
葉を抜き書きして， 責めをふさぎます。 題して「顧炎
武語録』
(1）「ある人が学問する。 その場合， 日 毎に進歩して
ゆくのでないのなら ， 日 毎に退歩してゆくものだ。
自分一人で勉強し， 友人がいなければ， 彼は偏頗にな
ってその学問は完成しない。 久しく一地方に居つけば，
これが習癖となり， 自覚しなくなる。 不幸にも辺郡な
ところに居り， 交通の便もなければ， 博く学んで詳し
く聞い， 古の立派な人と一緒になって考え， どこに 真
実があるかを追求すれば， 50～60%はわかるものだω
彼は， 旅の人であった。本業学宗師顧炎武が求めたも
人文学部講師 夫 馬 進
の， それは， 本の中の 先生との対話であるとともに，
自の前にいる学聞の友と二日三日 毎に開くディスカッ
ションの場であった。
(2 ）「わが子が勉強できないのであれば， 商売人や大
工など， 自分の腕でメシを食う者になるべきだ。 何が
何でも御役人， といつのは間違っている。 むすめが名
門旧族に嫁入りできないのであれば， その日かせぎの
八百屋のおかみさんになるべきだ。相手が名門旧族で
あれば， 娼婦のように色目を使L、年寄りであろうと
若僧であろうがおかまいなし， というのはおかしい。
治活たる天下は， おまえきん一人を求めているのだ。」
個性を尊重した顧炎武その人こそ， 彼に 最もふさわ
しししかも天下が求めた仕事を成しとげた人であっ
た。
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新任 の挨 拶
このたび， 新設の人文学部考 古学コースの 講師に着
任いたしました。 今のところは研究室の整備と環境へ
の適応に追われています。 特に， フィールドワークを
重視する分野ですので， 土地感を養い， 遺跡 ・遺物を
歴訪するのに少なからぬ時間を費やします。
日本の考古学は， まだ， 若い研究分野ですし， 領域
は自然科学の分野にまで及んでいます。 私たちがしな
ければならないことは山 積していますが， 人文はもち
ろん， 自然科学の 先生方からも教えをこわなければな
富 山 に来て
富山は私にとって全く初めての土地である。 この冬，
いかに暖冬とはいえ， 雪にうずもれているであろう町
並をおそれながら富山駅に降りた時， 町には雪がなか
ったこと， そして， ほんの一瞬ひろがった青空の中に，
思いもかけない高きで立山連峰がそびえていたことが，
強い印象として今も心に残っている。 また， まもなく
きたフェーン 現象の熱きにも驚かきれた。 この土地で
生活するためには， 気象の変化にすばやく対応する術
が必要と思われる。 この気象変化の激しさは， せまい
土地の中で， 3000 メートルにもおよぶ高度差を持つ地
私
事
今にして考えると， 高校生時代に長野県塩尻市の山
地で， 古い河床喋層の分布（2 ～3 百万年前にフォッ
サマグナの一部をせき止めた熔岩の下敷になっている）
を調べたことが， 私をまがりなりにも地質構造の研究
家に仕立て上げたきっかけとなっている。
その後は， 私を医者にしたかった両親との相談もろ
くにせぬまま， 出費ばかりかきむ地学の学徒として 金
沢と大阪での1 0年間を過ごしてきた。 「奥さんに孝行
しろより学生生活に終止符を打ち， この 富山大学に赴
くことになった私に， 研究室の 誰もがそう言ったもの
である。 結婚の当初から妻子は信 州， 私は大阪と4 年
間別居していたからであるが， それにしてもほかに言
人文学部講師 手口 回 目青 三丘Eコ
らないことも多々あります。 今後， よろしくご指導い
ただけますようお願いいたします。
ところで， 呉羽丘陵の東に家を借りました。 古い集
落の 一角で， どの家にも美しい庭があります。 お地蔵
さんを巨木の洞に入れるのはこのあたりの習わしでし
ょうか。 私は奈良に生まれ育ち， 京都で20 代を過ごし
ましたが， その延長線上に富山の呉羽界隈を選べたこ
とは， なかなかのしあわせです。
理学部教授 水 谷 義 彦
形が， 大きく作用しているからであろう。 そして， そ
れは地表付近の水の循環にも様々な変化を与えている。
すなわち， 富山周辺は， 実に多 種多様な天然水を産し，
水の地球化学の研究対象に恵まれている。 それにつけ
ても待ち遠しいのは， 研究の 再開である。
現在， 薬学部が移転したあとの建物に仮住い中であ
るが， 私の部屋は， 池のある中庭を前にした静かな一
室で居心地がよい。 しかし， 本当は， 一日も早〈 建物
の改装が終わり， 実験室の整備に汗を流す日の来るこ
とを願っている今日この頃である。
理学部助手 竹 内 章
い様がありそうなものではないか。 しかL， この悪業
を悪業とも思わないのが私の悪業なのだそうだ。
果たせるかな， 普通の方なら問題にもならない問題
が， 富山での新しい生活の中で大問題となって私を苦
しめている。 なんと， いかに家族と暮らしを共にする
か， である。 何事につけ， やりたいようにしかやって
こなかったことへの罰なのであろうか。
島国・山国という日本的風土のためか， 日本の地質
家にはヤクザ‘っ ぽい縄張り根性が強いと言う。 新参の
私は， 越中 商人の逗しい 商魂を見習って， 悪業の 重ね
ついでに縄張り荒らしの山歩きをやろうかと思ってい
る。
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新 任 の 弁
私は生まれてからずっと京都に住んでいました。 富
山にはこれまで二度来たことがあります。 大学2年生
の時，鳥帽子岳一三ツ俣蓮華ー薬師岳を縦走した帰途
に富山に寄ったのと， 数 年前に富山大学で開催された
植物学 会に参加した時です。 まさか富山に来ることに
なろうとは，思っていなかったその二度の富山の印象は，
これが北陸らしい曇空なのかな， と空を見上げて，思っ
たことと， 海の近くは魚がうまいということぐらいで
した。 地理にうとい 私は富山がどちらかというと京都
大阪に近く， 雷鳥号が大阪 富ー山間にはたくさん走っ
ていることを知って驚いたものです。
富山に住むことは， 新しい土地， 未知の世界にやっ
筆 啓 上
梅雨に濡れて， 花ひらく， 紫陽花の色にもひとしお
風 情を感ずる比の頃です。
音楽科教育の担当として， 四月に着任以来， 早や三
ヵ月を過ぎようとしていますが， 未だにその要領を得
ぬままの 毎日です。 私にとって， 富山大学は母校です
が， 今， ここに勤務することのできる幸せとともに，
責任の重みをひしひしと感じています。 兵舎跡を残し
た木造校舎は一掃され， 新しい環境が生まれつつある
キャンパスは，世の移り変わりとは申せ， 何かしら学
問追究への意欲を駆り立ててくれます。 とともに， こ
こに勤務することの意味， 換言すれば， 教育学部とし
ての使命やその在り方について， ましてや， 比較的新
しい担当学科目の内容ともなれば 真剣に考えざるを得
新任の
こ
とば
私は宮城県の涌谷で生まれ， 五オ頃に仙 台に引越し，
以来今年の三月まで仙 台で暮らしてきました。 どちら
かと言えば， 私は田舎の人間であり， 常々東京等の大
都市の生活には向かないだろうと，思っていたわけです
が， 今年四月から 富山大学に勤務させていただくこと
になり， まず生活面で、は 私の好みにあった環境を得る
教育学部講師 渡 辺 信
てくるということです。 地理的にも， 気候的にも京都
と富山はいくつもの対比点がありますが， 富山大学に
つとめることは生活環境が変わるということだけでは
ありませんでした。 ふり返ってみますと大学・大学院
時代を通じて自分の好きなことだけをやってきたとい
う気がします。 特に 8 年間もいた大学院では， 全く放
任の研究生活をしておりました。 そのために得たもの
もありましたが， また失ったものも多かったのではな
いかと思います。 富山大学に来たのを機会に狭い分野
にとじこもることなく巾を広げるように努力したいと
思います。
教育学部講師 中 村 義 朗
ない状況に自分が置かれていることに気付くのです。
昨今のマスコミに取材きれる大学に関わる暗い記事
をみながら， 大学の危機感を抱きつつ， いわば無責任
な立場から大学を眺めていた時とは一変し， その場に
在る自分， 少なくとも， 大学の自治や表 現の自由の名
におぼれることなしまずは学生のために「和を以っ
て貴しとなす」の初心を忘れることなかれと自らを戒
めています。 アカデミックな学問研究は 勿論のこと，
よい 先生を育てるため， 粉骨砕身努力していきたいと
思っています。
先輩諸兄姉の暖かいご 助言をいただきますようお願
いし， ご挨拶といたします。
経済学部助手 佐 藤 文 隆
ことができ， 喜んでいるわけです。 生活環境が自分に
あったもので， かつ研究上必要な情報が十分に手には
いるのであれば， もうほとんど何も言うことはないわ
けです。 人によっては， 経済学を研究するためには大
都市周辺にいなければと言つのですが， それは事実で
はないだろうと，思っています。 特に 私の場合， 経済学
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といっても比較的抽象度の高い分野を研究しているこ
とになりますので， 地域的な問題はほとんどないと思
っているわけです。むしろ経済を客観的に見ることが
できるという利点があるかも知れません。 要は， 研究
あ る観劇記
富山に赴任してから 丁度一ヶ月目の5 月4 日， 木下
順二作・山本安英の会公演「子午線の肥り」 を観る機
会を得た。それは， r平家物語』 に素材をとり， 「見
るべき程の事は見つ」 と言って自害する平知盛を中心
にすえたもので， 主題における人間と自然の法則 ・歴
史の必然との緊張関係と群読 形式が醸成するすさまじ
いエネルギー効果とに圧倒きれ続けた3 時間余であっ
た。ひきかたぶりに心地よい疲労感を味わったもので
あった。が， それ以上に， 社会科学をおのれの精神的
営為たらしめんとしているものにとっては， 家路につ
きながら， この国の経済学の 現況に想いをめぐらさず
にはいられなかった。してやられた， という想いがそ
れである。
能， 狂言， 歌舞伎， 新劇， からなる アンサンプルと
富 山 に来て
生まれて30年近く暮らした神戸から， この度富山に
やってまいりました。こちらに来るまで， 富山につい
てはほとんど知識がなしただ， 雪と立山と鱒寿司が
浮かぶ程度でした。2 ヵ月余りの富山における生活か
ら， 印象をいくつか記してみますと， まず第一に， 雪
を戴いた立山連峰の景観です。 銀色に輝く3,000 メー
トル級の山々を街の中から仰ぎ見れるなんてことは，
神戸にはない素晴らしいことです。 ただ， 立山のこの
景観も， 天候の具合で， そう度々は目にすることがで
きないのは残 念です。
第二に， 甘エビ， ホタルイカに代表きれるように，
新 任 の 辞
上の情報入 手のルートを確保しておけば良いと思うの
です。
どうぞよろしくお願いいたします。
経済学部助手 後 藤 康 夫
対比するに， この国の経済学は。これから経済学を職
業とするものとしては， 深い穴を掘るには広い地面が
必要である， とのたとえが， ただただおのれの胸につ
きききるばかりである。 古典語を駆使し， 簡潔で実在
感あふれる生きた言葉と対比するに。抽象理論なるも
のをひとまずは研究対象に設定したものとしては， 死
んだ抽象ではなく生きた抽象となるべく， 言葉なる範
鴫の 背後にある広大な歴史 ・具体を表象すべきことを
あらためて教示されたわけである。「見るべき程の事
は見つ」 と言い放つ境地とその故にはらむ状況との緊
張と対比するに。時代の課題をたじろぐことなくしか
と受けとめる， あの勇気をもちたいものである。
そう想ってから， もうすでに一ヶ月が経過している。
はやいものである。
まさ かめ
経済学部助手 正 亀 芳 造
魚、が豊富で、かつ美味なことです。ビールの肴に甘エピ
の刺身は最高です。
最後に， 以上は神戸にはない富山の魅力ですが， こ
ちらのテレビ ・ラジオは「読売」中心で， 我が「阪神
タイガース」 の健闘ぶりをテレビでほとんど見られず，
また， 大阪の放送局の中継電波が短波放送なみにしか
キャッチできないことは， 残 念で、なりません。
梅雨が 明ければ立山に登り， 冬になればスキーもし
たい。富山における生活をエンジョイしつつ， 研究に
も励みたいと思います。どうぞよろしくお願い致しま
す。
経済学部助手 津 野 雅 彦
金沢で生まれ育った私が， 9 年間に及ぶ関西地区で 北陸が初めての方は， その風土 ・気候の違いに戸惑わ
の学生生活を終えて， 北陸・富山へ帰って来ました。 れる方が多い様ですが， 幸い私には全く異和感はあり
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ません。 言 葉もわかるし， 気候にしても別に問題はあ
りません。 ただし， 周囲の先輩方に関西出身の方が非
常に多いので関西弁は抜けませんが／
きて， 富山へ来て幾つか困った事があります。 まず
野球を見ょうと思っても読売ばかりで， ラジオで聞こ
うとしても， ピーピーガーガーの雑音の中やっと朝日
放送が聞けるだけです。 また趣味としてたしなんで来
ましたテニスと茶道の練習場所がなく， 困っておりま
したが， このうちテニスについては， 経済4 年の元テ
所
感
富山大学に移ってようやく3 ヶ月の月日が経ちまし
たが， 先日 「新任の弁」を書いてほしいと連絡をうけ
た時ふと「一体， 自分は 富山大学にとって新人なんだ
ろうか」と疑ってみたい気持になりました。 と言いま
すのは新しく来たばかりの 私が先日の開学記 念日に20
年の永年勤続表彰をうけたからです。 たしかに 昭 和43
年に 富山高専へ移るまで12年近く 富山大学に勤務して
いたのですから， この表彰規程からすれば該 当者とい
うことになりましょうが， これから新人として一生懸
命やっていきたいと，思っている 当の 私には何とも奇妙
な気持にさせられる出来事でした。 出戻りの心境とい
ったところです。 しかし， 1 年ぶりの 富山大学そして
はじめての教養部は 私にとって新しい天地です。 精一
杯努力して行くつもりです。 どうかよろしく御支援下
さいますようお願いいたします。
ところで， 私の専攻分野は有機合成化学です。 この
分野の魅力は何といっても 「この世に今まで存在しな
かった物質を創造する方法」を学ばせてくれることで
す。
反面， とかく化学といっと， 汚い， 臭い， 公害の元
新 任 の 弁
人というものは何時， 何処でどうなるものか全く分
らないもので， この度思いも掛けず 富山大学の教養部
で哲学の教鞭をとらせていただくことになりました。
私は山口県の光市に生まれ， 高校卒業まで主として徳
山で育ちました。 その後大学で学ぶために東京に出て
以来今日までの十数年間， 東京， 京都， 岡山それにご
ニス部主 将君が親切にも教えてくれるので， 現在のと
ころ最大の楽しみとなっております。
一般の部では壁は厚いでしょっが， 二十年後に壮年
の部で北信 越くらいは...・H・－・と，思っております。
今後は， サンテレビの全国ネット化と， 阪神タイガ
ースの優勝のために， いえ間違い， 日本の経営学の発
展のために努力する所存でありますので， 皆様よろし
くお願い致します。
しお たに
教養部教授 塩 谷 俊 作
兇等といった非難の言 葉もきこえてくるようです。 た
しかに， 化学が関与する分野にもいろいろと問題があ
ります。 人工肥料， 農 薬， 医 薬， 石油蛋白， 高分子材
料， 排方、ス・排水公害等々化学が生んだ新物質， 新技
術がもたらした功罪が問われる場面が多いようですし，
化学に携わる者がとかく加害者視され一般社会が被害
者であるかのような単純な図式で議論されているよう
です。 しかし 化学も他の自然科学の分野と同じよう
に人類がその営みのーっとして築きあげてきたもので
す。 そしてその結果として放射能の被害におびえ， 新
物質の被害におびえ， また近い 将来問題になるであろ
う遺伝子工学の災害におぴえて生きて行かなければな
らないところまで来てしまったようです。 まきに呪う
べきは物質文明であり， 自然科学であろうかと思い ま
す。 自然科学の研究と教育を永 久に全面禁止すること
はできないものでしょっか。 しかし， かりにそれが出
来たとしても過去の悪魔の知識と技術は消すことがで
きないでしょう。 そうだとすればせめて「水も飲み方
を誤ると溺 死することがある」ことを肝に銘じていく
しかないと思われます。
教養部助教授 岩 本 光 悦
当地 富山と居を転々と移してまいりました。 その中で
もこの度は生後 五ヶ月の子供を含めた親子三人での引
越しでしたもので， 思っていた以上に大変でした。 今
だに家の内外が十分片付いておらず， 引越し後遺症と
言ったらいいのでしょうか， 何かと不便を来たしてお
ります。 この夏休みには何とか一段落をつけなければ
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と思っている次第です。
最初の授業から既に二月余り立ちましたが， 私の日
頃の不勉強のせいでしょうか， 回を重ねるごとに一般
教養として哲学を教えることのむずかしさをひしひし
と痛感しております。 ここ当分の聞はあれこれと模索
の状態が続きそうです。 そうした貴重な経験を通して
富 山の陰と陽
住んでみるまではわからないものだ， と思う。 学生
時代から 旅が好きでいろいろな土地をひとりで歩いた。
富山には一度， 途中下車してみたことがあった。 なぜ
そういう気になったのか， 今となっては記憶はきだか
ではないが， 汽車を降りると額から汗が吹き出る夏雲
の下だった。 「淋しい街だ」 一一それが駅前に一歩足
を踏み出した時の印象だった。 次の汽車を待つために
待合室ですいよん時間をつぶしたのを憶えている。 今
年になって 富山大学に採用が決定し， ほっとしたのと
同時に 浮かんできたのはあの駅前の風景だった。 研究
会の仲間と別れ， ひとりで北国へ・…。
人間というものは勝手なものだ， と思う。 持ち続け
ていた 富山の印象が， ここで暮らし始めて 一ヵ月にし
て全〈逆転してしまったのだ。 もちろん不便なことは
富山と健康づくり
習慣的な運動を行うことが， よりよい身心のコンデ
イションを保つために有効であることが 一般にも認め
られてきています。 また， 健 康や体力づくりのために
何らかの運動を行っている人が増えてきていることも
事実です。
名古屋では， アパートから大学まで自転車通勤して
いました。 僅か1 5 分程ですが， その聞にスポーツウェ
アーに身を包んでランニングに精出す人に 毎日出合い
ました。 土曜日の午後や日曜日の朝早く 名 古屋城の回
りは， 00ランニングクラブ， 健 康Oムジヨツギング
会といった人々で混雑します。 しかし， 富山に転任し
て約 2ヶ月が過ぎますが， 一般の人のランニングやジ
ョッギング姿を見たことがありません。 富山の人は，
健 康や体力づくりに関心がないのか， それとも他に理
由があるのか， 私は不思議で‘しかたありませんでした。
私なりに納得の行く授業をしたいものだと 常々反省い
たしております。 ともあれ「教えることは学ぶことで
ある」とは実によく言ったものであると今さらながら
感心しています。 立山連峰の美しきや海の幸に恵まれ
たこの地に在って， 心を落ち着けて勉学にいそしみた
いと思いますので， 何分よろしくお願いいたします。
教養部講師 三 原 健
いくらでもあるし， 気分のゆったりとした午後などに
大阪駅前の旭屋でペンギンを買って， 行きつけのコー
ヒー店で頁をめくってみるといった楽しみも， 肝心の
ペンギンがあまりないのだからここでは出来ない。 け
れども 富山へ来て， しかも大学から歩いて1 0分のとこ
ろに住んでいて， 毎日その往復しかしていないのに心
には優雅さのかけらの如きものさえ宿り始めている。
そして思いかえしてみると， ひとつの反省のようなも
のが湧きあがる。 大阪ではあり余る情報の海に溺れて，
自分の心をとらえる数 少いものをゆっくりかみしめる
「感動」を忘れかけていたのかもしれない・
何年か前の夏の， あの 富山は 一見の客を迎える 老舗
だったのだろうか， と今は思うのだ。
教養部講師 北 村 潔 和
最近， なぜランニングが必要でないのか， 少しわかり
かけてきました。 というのは， 研究室の皆さんに誘わ
れて， 八尾や馬場島へ山菜摘みに行ったときです。 私
の目に映った光景は， 山菜摘みに興じる無数 の人々だ
ったのです。 道で会う多くの人は， キスリングザック
や大きなカゴに満載した山菜を 背負い， こんなお年寄
がと思う人までしっかりした足取りで歩いていました。
私は， 山菜摘みにまきる健 康や体力づくり運動はな
いのではないかと考えています。 また， コンクリート
の谷間での健 康ランニングの空しきを痛感させられて
いるこのごろです。
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新任の
あいさつ
本年2 月1 日付で工学部教授の発令をいただき、 電
子工学科応用電子 講座を相 当することとなり、 2 月 8
日着任いたしました。 一応、 私の略歴を自己紹介させ
ていただき、 新任のごあいきっとしたいと思います。
19 23 年 4 月1 日北海道小樽市で生まれ、 小中学は小
樽で過ごし、 北大工学部電気科に進みました。 太平洋
戦争も終盤に近づいた19 44 年9 月大学を卒業、 ただち
に、 N H K技術局に採用となりましたが、 同年1 0月陸
軍技術候補生として相模原の陸軍兵 器学校に入隊、 4
ヶ月の訓練を終えて、 翌19 45 年2 月陸軍技術中尉に任
官． ヨト9 陸軍技術研究所付となり、 終戦の日までを過
ごしました。
復員後N H K技術局研究部に戻り、 翌19 46年2 月技
術研究所分 2 部に移り、 以後3 0 年余にわたる技術生
マインツ より
滞独生活9 ヵ月目、 最初全く通じなかった言葉も生
活するに必要な程度には通じるようになり， ょうやく
無 我無中の生活を脱し， ある程度の心の余 裕を持つこ
とができるようになりました。
時は春， 昨年12月からの道も木々までも全てが凍末
る， 凍てつく寒きから 一挙に太陽と緑の季節となり，
その変化の早さに 殊更春の激しい息吹きを感ずるのは
私だけではなさそうです。 北緯50・のM ainz の気候
は， 私にとって驚くというより， 感動すると表 現した
方 が 確 か で す 。 11月から12月にかけての， まさしく
1寸先が見えない霧のさま， 1 I 2 月の雨が （雪でな
い） 大地に到達すると同時に凍るきま， 道も木々まで
も全てが1 日中凍ってとけないきま， 4 月に入ると突
然全てが緑と化すさま等々。 そして， 昨年 6月12日の
後， 突然 雷と共に直径 2 cm以上もある氷のかたまりが
空からバラバラと降るさま （その数 日前には， 照りつ
ける太陽にたまりかねて， 大学の構内の芝生ではビキ
ニ姿の女性まで 現われていたのに）には， 驚きを通り
こして感動して（？）ながめていました。
きて， 私の住んでいるM ai nzは， ご存知のようにス
イスのBaselから真直ぐ北に向って下ってきた即時i n 
工学部教授 田 }I頂 イ乍
活を続けた訳でございます。 受信回路→受信 アンテナ
→マイクロ波アンテナ→立体回路→テレビ中継→情報
理論→テレビ帯域圧縮→広帯域記憶装置→V T R→磁
気記録→ファクシミリ→画像記録→というのが私の辿
ってきた研究履歴で、長い聞の聞のことですから成功と
失敗のおりなす様々な体験を味わって参りました。
本年 1 月末でN H Kを定年退職し、 本学工学部に参
った訳ですが、 これ迄の体験を活用して、 若い世代の
学生諸君を相手に、 私なりの全力投球で、 与えられた
1 0 年を過ごして行こつと考えております。
着任後 未だ日が浅く、 半 分浦島太郎の様な心境にあ
りますので、 ややトンチンカンな言動があるかも知れ
ませんが、 よろしく原買い上げる次第です。
教育学部助教授 竹 内 茂 弥
（文部省在外研究員。 在西ドイツ ・ マインツ）
河が， 大きく西にカーブし， Frankfurt ( M ）から流れて
くるM ain河との合流点に位置し， Rheinland-Pf alz州の
首都です。 首都といっても人口は約20万人程度で， 千
年 の歴史を持 つドーム とグーテンベルグの町という
のが， このM ainzの自慢といったところでしょうか。
その他に， Rhein下りの出発点， Weinの集積地として
も有 名で， 最近のRhein河のほとりは観光客でにぎわっ
ています。 又， 旧市街にはWeinstubeがひしめいてお
り， 毎夜超満員の盛況で， 空席を見つけるのに苦労す
るほどです （一方， Bi erstub eはかラかラ） 。
ところで， 私の研究の場， Mainz大 学 は こ の 旧 市
よりパスで約1 0分の小 高い丘の上にあり， 私は構内に
あるGastp rof esso renh ausから徒歩で研究室に通ってい
ます。 Mainz 大学は学生数 約2万人の綜合大学で， 各
種の研究所よりなっており， 私の所属しているのは有
機化学研究所の所長p rof .R.C.Schulzの研究室です。研
究室は教授の他に4 年間契約 の 助 手数 名とL aborantin
数 名， そしてDip lomarbei tとD oktorarb ei tの学生から
成っており， 日本でいう4回生は研究室には入れませ
ん （もっとも， 1 回生， 2回生といった区別はありま
せんが）。
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最後に， 元交通対策委員として，M ainz大学の交通対
策について研究室の学生に聞いてみますと， 学内に車
で入ることのできるのは教職員と研究に従事する学生
(Diplom及び：＇Dokt orの学生）となっており， 一般学生は
大学の外の駐車場及び道路に止めているようです。 駐
車許可の申請は 毎年行う必要があり， ある日本人の研
究者で， 古い許可証のま、入構し， 注意されたうえ，
それをはぎとられた人もいます。 大学のこか所の車の
進入口には係員がいて， 月曜日から金曜日までは厳し
くチェックされます。 車の多いのはどこも同じで，
M ainz大学も車であふれていますが， 大学敷地が広く，
＝＝一 学 部 だ よ り 一一一
駐車場も多いので， 少し歩くつもりなら駐車にこまる
ことはなさそうです。
残り3 ヶ月となり， どのよっに研究をまとめるか，
土， 日の連休を如何に有効に過ごすかに忙がしい 毎日
となりました。 昨年10月末には， 日中条約締結のシー
ンをテレビで見て， まだまだ 先が長いと思っていまし
たがこの頃は時の過ぎ去る早きをしみじみと感じてい
る次第です。 とりとめのないことを書きました。 お許
しください。
19 76年 6月 春たけなわのM ainzより
・ 人 文 学 部 人文学部長・評議員の改選
任期満了に伴う学部長選挙が 3月13日 に行われ，
本田弘教授が選出された。 任期は5 月 1 日から2年間
である。 本田教授の専門はフィヒテ哲学， 本学文理学
部芳1 回の卒業である。
評議員の改選も行われ， 西洋史学の長沼忠兵衛教授，
英語学の平田純教授が選出された。 任期は学部長に同
じである。
＝ 昭 和54年度公開 講座開設される ＝ 
大学の 使命の 一つである地域住民へのサービスの試
・ 教 育 学 部
みとして， 公開 講座を行うことになった。 開設日時は
7月9日から8月9日までの 18時より。 講義は「世
界の言語と文学」， 本学部語学文学科の特色を生かし
て， ロシア文学・朝鮮文学等も含めた幅広いものであ
る。
＝ 朝鮮語朝鮮文学公 開講演会行われ る ＝ 
6月28日に同研究室主催で行われた。 韓国ソウル大
学教授金 芳漢氏による「韓国語の系統に就い て」であ
る。
教育研究発表会を終えて
本校では， 5 ヵ 年の研究を 「対話的思考による学 習J
という一書にまとめ， 去る， 5 月18日刊行し， それに
加えて， 学習公開を行い御批判を仰いだ。
当日は， 県教委をはじめ学長 ・学部長・教官 ・学生
及び県下の 先生方， 多数 御参集くださった。（ 600名）
． 工 学 部 言卜 報
工学部化学 工学科教授・ 工学博士i畢畠恭 先生は， 去
る5月 7日激症型肝炎のため逝去されました。 享年5
2オ。
j畢畠 先生は昭和44 年 7月理化学研究所より本学教授
として着任され， 化学工学の教育と研究に従事され，
附属小学校 副校長 笹 川 勇
最後に， 阪大教授森田考氏から， 「対話的思考と人
間 形成」と題して 講演を賜った。 「人間とは対話であ
る」という思想系譜から力説され， わが国における人
間教育の貴重な一歩であると， 附小の教育研究を 高く
評価された。
とくに 粉体工学会のす 一人者として斯界に多大の貢
献をなされました。 これから益々御活躍が期待されて
いた時にお亡くなりになったことは非常に残念なこと
であります。
ここにつつしんで御冥福をお 祈り申し上げ．ます
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．学 生 部 だ よ り
第31回北陸四大学学生総合体育大 会が， 福井大学， 北陸四大学学生体育競技連盟の主催で7月 8 日 （日） を中
心に別記 会場で開催されましたの
種 目 期 日 開始時間
陸上費量技 男・女 7月8日 10 : 00 
野 !Oji男 合7は月I�日 日 ま（で雨に天順の延場） 9 : 00 庭 主幸男・女 7月6日.7日.8日 9 : 00 軟式庭球男・女 合7は月�o日日（ま雨で天にの順場延） 9 : 00 
卓 球男・女 7月8日 10 : 00 パトミントン男・女 7月7日.8日 � 日 日 �u: 
バレーポ ール男・女 7月8日 10: 00 サッカー 男 � 月 月�4 日日. 7 月8 日 14 : 00 
フラッグトボビー ルー 男 � 月 月 �4 日日 . 7 月8 日 15 : 00 
針j 道男・女 7月8日 9 : 00 
柔 道 男 7月8日 10 : 00 パスケッル トポ ー 男・女 7月8日 14 : 00 
ヨ ‘y ト 男 7月7日.8日 9 : 00 
水 泳男・女 7月8日 IO : 00 
軟式野球 男 合7は月�日日（ま雨で天にの順場延） 9 : 00 
ハンドポール 男 7月8日 10: 00 
空 手 道 男 7月8日 10: 00 弓 道男・女 7月8日 9 : 00 体 操男・女 7月8日 10 : 00 
創作舞踊男・女 7月7日 14 : 00 
少林寺拳法 男 7月7日 13 : 00 
� 日 気 道男・女 7月7日 13 : 00 
競技日程
競 技 会 場
県営陸上競技場
県 営野 球場
県 営 庭 球場福井市西公園庭球場北陸電力体育館
福井大学体育館
県 営 体 育 館
� �i：幾県営久サ運動ッ公カ園ー競技場号；��8県科営学ラ技グ術ビ高ー校続グ技ラン場 ド縞井大学中 附 学属 校体育館県武 進 館藤島高 校体 育館
三 国 ヨ ッ ト ハー パー
福井大学プール
ii島高校グランド羽水高 校体 育 館福小井学大校学体附育属館福 井大学弓道場
福井商業高校体育館福井市民悩祉会館
福井大学武道館
福 井大学武道館
競 技 方 法 及 ぴ 種 目
女
男
子
子 （ （ （ （フフ
ト
ト ラィラィ ルルッヮ クタドド ！定走o��o削幅 幅m換跳：s
，，。，三走�o段ω．高
04跳跳：1
走円m：：盤高R的0 跳役：；，俸砲：
00倒高九跳投：：、，
1円槍：：盤役附
0 紙：·：砲0 ω丸4;:m樋IR
1役0 血J、Hン，マ4 00彼mH 
リーグ戦
団体 （トグ戦）:i�護；草団体 （点取りリーグ）原口：！�� � （個 人トナメント）男官ot�切削yト団体（トグ戦） :i�I諸個 人 ト ーナメント（シン勿同）詔接関団体（点取りトグl:f�寝泊個 人トナメント多与党甥長l都民�Jil街伊
トーナメント5セット 3位決定戦
リーグ戦
リーグ戦 （未決定のとき引合け） （35-5-35)
団体 （点取りリ ーグ）女男 子子 I�名名以以 内内 （（登登録録はは1；名名以 以内内 ）） 個 人（ト ーナメント）男女子子 105名 名以 以内 内
団体（点取 り リー グ）13名 （個人トーナメント） 6名以内
トーナメント戦 3位決定戦
総合と種目別 （スナイプ 仰級）スtdl級 官占l男子
脅平バ個
自
メリ
由
タ人レ
ド形詠泳－フレ〆ーラド：イレ，：�レ�；劇鹿；嶋
；皿
m o
却：剛: 聞
4 m 政胸間 女 子 草パ自メ 由タド 掠詠形7レ一メ
ヲー
ド
1蜘
鈎
ωωイレ
リ
.：レ 回ー捌；蜘醐��
醐
m
m 
個リ人レ
トーナメント戦 3位決定戦
リーグ戦
個団人体 自自 由由組組手手各（校5組4名） 以リ内 ーグ2戦分1本勝負（引分けの時2分延長後判定）トーナメント戦団体女男子子 ： 名名H 人人 �g射 計計8倒1 60す射 ） ） 四ツ矢5回一手個人 団（体20射戦 出中場的者中数及のび男多女い者8 名） 
女男子 子 床床運運動 動 鞍段違馬平平行行棒棒平均つ台り輪跳跳馬 馬 鉄棒
公開演技
公開演武（団体i寅武 組演武 個人乱捕リーグ戦）
公開積武（団体j貧武 組演武）
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昭和 53年度 卒業生進路（ 就職 ） 状況
項目 就 職 希 就職不希 未 就 職卒業者数 就職 率。。
望 者 数 就 職 者 数 者 数
学
望者数
科 ’l生
別課
学 部 程 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
文 文
寸』ゐ- 科 29 30 21 28 8 2 19 15 2 13 90 . 5  53 . 6  
理
寸
部� 
理 品寸』- 科 89 34 72 31 17 3 59 21 13 10 8 1 . 9  67 . 7  
計 118 64 93 59 25 5 78 36 15 23 83 . 9  61 . 0  
小
養
学
成
校
課
教
程員 20 116 19 115 1 1 17 97 2 18 89 . 5  84 . 3  
教 養
中 学
成
校
課
教
程
員 22 26 21 25 1 1 21 21 。 4 100 84 . 0  
育 養
養
護
成
学 校
課
教
程
員 3 18 3 16 。 2 3 10 。 6 100 62 . 5  
寸且ι,.. 幼
養
稚
成
園
課
教
程
員 。 28 。 28 。 。 。 26 。 2 。 92 . 9  
音E
計 45 188 43 184 2 4 41 154 2 30 95 . 3  83 . 7  
経 済 学 科 110 2 107 1 3 
経
1 107 1 。 。 100 100 
学
部
済 経 営 学 科 111 6 107 3 4 3 107 3 。 。 100 100 
計 221 8 214 4 7 4 214 4 。 。 100 100 
電 気 工 学 科 55 。 48 。 7 。 47 。 1 。 97 . 9  。
工 工 業 化 学 科 45 1 41 1 4 。 40 1 1 。 97 . 6  100 
金 属 工 学 科 45 。 36 。 9 。 36 。 。 。 100 。
機 械 工 学 科 58 。 49 。 9 。 47 。 2 。 95 . 9  。
学
生産機 械工学科 40 。 37 。 3 。 37 。 。 。 100 。
化 学 工 学 科 36 。 33 。 3 。 32 。 。 97 . 0  。
部 電 子 工 学 科 39 。 32 。 7 。 32 。 。 。 100 。
計 318 1 276 1 42 。 271 1 5 。 98 . 2  100 
三口入 5十
702 261 626 248 76 13 604 195 22 53 96 � 5  78 . 6  
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産 業 別 就 職 状 況
産
；；ミミミヨ五
文理学部 教育学部 経済学部 工 学 部 ム口、 計
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
建 設 業 4 1 5 6 。 6 9 。 9 19 1 20 
食料 品・た ばこ 製造業 1 。 1 9 。 9 8 。 8 18 。 18 
繊 維 工 業 4 。 4 7 。 7 11 。 11 
衣類 ・その他の 繊維製 品
第 出 版・印 刷同関連産業 1 。 1 4 。 4 2 。 2 7 。 7 
一 製 イじ 戸寸ιー・ 工 業 4 2 6 4 。 4 20 。 20 28 2 30 
次
鉄 鋼 業 1 。 1 4 。 4 5 。 5 
造 非 鉄 金 属 製 造 業 1 。 1 6 。 6 7 。 7 
産
金 属 製 品 製 造 業 5 1 6 22 。 22 27 1 28 
業 業 一 般 機 械 器 具 1 1 2 4 。 4 35 。 35 40 1 41 
電 気 機 械 器 具 6 。 6 37 。 37 43 。 43 
輸 送 用 機 械 器 具 1 。 1 3 。 3 12 。 12 16 。 16 
精 密 機 械 器 具 2 1 3 3 。 3 5 1 6 
そ の 他 の 製 造 業 1 。 1 10 。 10 20 2 1  3 1  1 32 
百十 15 5 20 57 1 58 185 1 186 257 7 264 
t売�fl 査P 'i土E� 業 3 。 3 18 。 18 23 。 23 44 。 44 
売 売 業 1 1 2 18 。 18 2 。 2 21 1 22 
企
画
保
業
険
自
銀 行 信 託 業 32 。 32 32 。 32 
証 券業 ・ 商品 取 引業 5 。 5 5 。 5 
第
保 険 業 。 1 1 11 。 11 11 1 12 
その他の 金融 ・保険業 7 。 7 2 。 2 9 。 9 
一 �·事連言局命 運 輸 業 3 。 3 4 。 4 7 。 7 通 業 2 。 2 2 。 2 
次 電気 ・ガス・ 水道業 。 1 1 5 。 5 6 。 6 11 1 12 
医 療 保 険 業 。 1 1 。 1 1 
産 サ 法 務
ビ 教 育 33 14 47 38 123 161 2 。 2 73 137 210 
業 ス 非 営 利 的 団 体 。 2 2 1 1 2 1 3 4 業
そ の 他 の サ ービス業 15 11 26 。 1 1 12 。 12 2 。 2 29 12 41 
／ム1‘． 国 家 事 務 1 1 2 14 1 15 3 。 3 18 2 20 
務 地 方 事 務 11 2 13 。 1 1 29 。 29 25 。 25 65 3 68 
計 63 31 94 39 127 166 155 3 158 71 。 71 328 161 489 
上 記 以 外 の も の 2 27 29 2 。 2 15 。 15 19 27 46 
ムロ、 言十 78 36 114 41 154 195 214 4 218 271 1 272 604 195 799 
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沢 畠 恭
先生の ご逝
去 と 万葉的粉体論
一一学 園 ニ ュ ー ス 編集委員 長一一 岩 淵 富 治
学 園 ニ ュ ー ス は ， 今 回 で30号 を 迎 え ま し た 。 し か し ，
こ の 号か ら の 編集委員 会 では ， 永遠 に ， 沢 畠 先生の お
姿 に 接す る こ と が で き な く な り ま し た 。 先生が， こ の
委員 に な ら れ た の は 昭和45年 1 1 月 か ら で， 10年 も の 長
い 間 に わ た っ て 委員 と し て の 重責 を 果 た さ れ ま し た 。
い わ ば学 園 ニ ュ ー ス の生み の 親 で あ り ， 育 て の 親 で し
た 。
先生が ， 特殊法 人 ・ 理化学研究所か ら ， 工学部教授
に 就任 さ れ た の は ， 昭和44年 7 月 で， そ の翌年か ら ，
委員 に な ら れ た の です が， 先生 と の お つ き あ い は ， 昭
和 4 8 年か ら で し た 。 先生が学 園 ニ ュ ー ス の 編集 に 寄
せ ら れ た 情熱 に は ， な み な み な ら ぬ も の が あ り ま し た 。
原稿の校正， 害I］ り つ け な ど に つ い て は ， 専 門 家的博識
を も っ て ， て き ぱ き と 適切 な ご 意 見 を 述べ ら れ る の で，
つ ね に 畏 敬 の 念 を 禁 じ え ま せ ん で し た 。
先生が， 昨年 1 1 月 27 日 に 市 民病 院へ 食道漬蕩 の 手 術
の た め に 入 院 さ れ て か ら 2 ' 3 日 後 に ， お 見舞 に 伺 っ
た 折 に は ， 手術 ま え の 精密検査 な ど で 多少疲 れ て お ら
れ た よ う です が，
「年が明 け て 1 月 に な れば退院 で き そ う です か ら ，
ま た 委員 会 に 出 ま す よ り と ， と て も お 元 気 で、 し た の てV
私 も ほ っ と し た 気持 で し た 。
し か し ， 手術後の ご 本 復が遅れ て ， 3 月 29 日 の卒業
式 の 当 日 に も ， ま だ 入院 さ れ て い た は ず な の に ， 「 め
で た く 卒業す る 学生諸君 に 会 い た く て ねω
と ， 病院か ら抜 け 出 し て 公 会堂 の 式場に お 見 え に な
り ま し た 。 明 る い紺青色の背広 を着 こ な し て ， に こ に こ
し て お ら れ た 先生 の お 姿 が 、 私の険 に 映ず る 最後 の も
の に な ろ う と は ， 夢 想、 さ え し て い ま せ ん で し た 。
そ れ か ら 2 日 後 の 3 月 3 1 日 に 退 院 さ れ ま し た の で，
工学部の 研究室 に お ら れ た 先生 と は 電話 で お 話 し す る
機会があ り ま し た 。 そ の 折 に は 受話器か ら 伝 わ る 歯切
れ の よ い お 声 を 耳 に し た の です が， 5 月 7 日 に 激症 型
肝 炎 で急逝 さ れ た と い う 言卜報 を 知 ら さ れ た 時 は ， そ の
一瞬， 驚 き と い う ほ か は あ り ま せ ん で し た 。 し ば ら く
し て 平静に も ど る と ， つづL 、 て 哀 惜 の 情 が 止 め ど も な
く 込み あ げ て き ま し た 。 9 日 の 葬 式 に は ， あ い に く 外
部か ら の 来 客 で， 校舎の案内 役 を つ と め ま し た の で，
先生に こ の世の最後 の お 別 れ を つ げ る こ と は で き ま せ
ん で し た 。
筆跡 は ， そ の 人 の性格 を あ ら わ す ， と よ く 言 わ れ ま
すが， 先生 が書か れ た 原稿 は ， 実 に き れ い な楕書で，
句読点 も き ち ん と し て い て ， 先生 の 人 と な り を 語 っ て
い ま し た 。 先生は ， そ う い う 人柄で， 自 然科学の 分
野ばか り では な し 文学に た い す る 造 詣 も 深 〈 ， 昨年
に 生誕 100年 を 記 念 し た 寺 田 寅 彦 に 傾倒 し ， 彼 を 敬愛
さ れ て い ま し た 。 酒 の お つ き 合 い を す る 時 な ど は ， 飲
む ほ ど に ， 酔 う ほ ど に ， 文芸 の色彩 と 芳 香 を ふ く ん だ
格調 の 高 い 論談が， 先生の 口 も と か ら 泉の よ う に 流 れ
る こ と が， し ば し ば で し た 。
先生 は ， 粉体工学 の著名 な 権威者 で し た が， こ ち こ
ち の 学者では な く ， 時 に は ， 文学的風趣 を そ え ら れ，
豊 か な 表現 で粉体 を 捉 え ら れ て い ま し た 。 日 刊 工業新
聞 社 で発行 し て い る 「 は ぐ る ま 」 に ， た び た び寄稿 さ
れ て い ま し た が， そ の な か で， 「 啄 木 的粉体 と 万葉的
粉体」 と い う 卓 抜 な 随論が私 を 惹 き つ け ま し た 。 （ 昭
和53年 8 月 1 日 ， 通巻 266号 ） 。
粉体工学 の 世 界 に お け る こつの粉体 系 一 砂 の よ う に ，
き ら き ら と 固 ら ず に 流動 す る 粉体系 と 付着 力 の 大 き い
微細 な 粉体系 ー に 触れ ら れ る のに も ， そ こ に は 詩 が あ り ，
歌があ る の です 。 先生 に よ る と ， 二つ の粉体系 の 一 つ
は ， 啄 木 の 「ー握 り の砂」 の詩集の な か に詠 ま れた ，
い の ち な き 砂 の 悲 し き
き ら き ら と
握れば指の 間 よ り 落 つ
の よ う に 握 っ て も 握 っ て も ， 意に 逆 ら っ て ， さ ら さ ら
と ， 指 の 聞か ら 流れ 出 る 「 啄 木的粉体」 で あ り ， 他の 一
つ は ， 万葉集 に み ら れ る 作者不 明 の 和歌，
大和 の 宇 陀 の ま 植 （ は に ） の さ 丹 （ に ） っ か ば
そ こ も か 人の
我 （ わ ） を 言 （ こ と ） な さ ん
に 詠 ま れ て い る 埴（ は に ） の微細 な 赤 い 粘土 の よ う に 付
着 し や す く 固 ま り や す い 「万葉的粉体」 と い う こ と です
が， こ れ ら の 二つ の 異質的 な粉体系 に つ い て の嘗喰的表
現の く だ り は ， 絶妙 で‘， そ こ に 先生 の文雅 な 知 性 を よ
く 窺 い 知 る こ と がで き ま す 。
今は な き 先生 の お 姿 は ， 学 園 ニ ュ ー ス 委員 会か ら ，
啄木の い う 砂 の よ う に ， 悲 し く も ， さ ら き ら と 落 ち て
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消 え 去 っ て し ま い ま し た 。 し か し ， 先生が委員 会 に 残
さ れ た 数 々 の ご功績， ご薫陶 は ， 「万葉の埴（ は に ） の赤
土」 の よ う に ， 強 い 粘 着 力 を も っ て い つ ま で も ， い つ
。学園 エ ユ ー ス編集委員会委員
ま で も ， 私 た ち 委員 の心の な か に ， 生 き 生 き と し て 付
着 し 凝集 し つづけ る こ と で し ょ う 。
先生． ど う ぞ， や す ら か に ， ご 永 眠下 き い 。
学 生 部 長 岩 沸l 富 治 経 済 学 部 助 教 授 坂 口 正 志 教 養 部 教 授 奥 貫 晴 弘
人 文 学 部 教 授 山 口 博 理 学 部 教 授 堀 令 司
教 育 学 部 II 大 塚 恵 一 工 学 部 II 市 村 昭 二
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